


事　業　計　画　書　①（別紙１－１）


１.事業実施要件
（１）施設区分
	小児も含めた臓器の移植を実施する施設
	□

	小児移植に特化した移植実施施設
	□



（２）移植実施臓器
　脳死下臓器提供をされた方から摘出された臓器について、移植に対応している臓器にチェックをお願いします。
	心臓
	□
	腎臓
	□

	肺
	□
	膵臓
	□

	肝臓
	□
	小腸
	□



（３）臓器（心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸）の移植待機患者数
　臓器あっせん機関に登録されている脳死下又は心停止後の臓器移植を待機している患者数について記載すること。（本事業の申請日の属する月の１日時点で記載すること。）
	
	本事業の申請日時点

	心臓
	

	肺
	

	肝臓
	

	腎臓
	

	膵臓
	

	小腸
	

	計
	











（４）事業実施部署
 「臓器移植実施体制推進支援事業実施要綱」の３において定める事業の実施や臓器移植の実施に当たって自施設内の関係部署との調整に係る業務を担う部署（以下「事業実施担当部署」という。）を設置すること。なお、事業実施担当部署は既存の部署であっても差し支えない。
	部　署　名

	



（５）事業実施体制
　（４）の事業実施担当部署に配置する移植内科医やレシピエント移植コーディネーター等について記載すること。

①移植内科医
	氏　名
	専門臓器

	
	



②認定レシピエント移植コーディネーター（※１）
	氏　名
	医療職種
	認定の有無
	専従・専任の有無（※２）

	
	
	
	



③その他職員（事務職員やその他の職種等）
	氏　名
	職種
	業務内容

	
	
	



（※１）レシピエント移植コーディネーター認定合同委員会が行う研修を修了し認定を受けているかどうかを記載すること。
（※２）認定レシピエント移植コーディネーターの「専任」とは、「専ら担当している」者であり、担当者となっていればその他の業務を兼任していても差し支えないが、就業時間の少なくとも５割以上は本事業に関する業務に従事している必要があるものとする。また、認定レシピエント移植コーディネーターの「専従」とは、就業時間の少なくとも８割以上を院内ドナーコーディネーターに関する業務に従事している必要があるものとする。
（※３）枠が足りない場合は、適宜追加可

（６）臓器摘出支援体制
　臓器提供施設で臓器提供事例が発生した際に、当該事例に対して臓器摘出の支援が行えるよう、臓器摘出に係るチーム（以下「臓器摘出チーム」という。）の派遣に際して協力する施設及び診療科について記載すること。（自施設の情報についても記載すること。）
	施設名
	診療科名
	専門臓器（複数可）

	（例）厚労医療センター
	腎臓外科
	膵臓・腎臓

	　
	　
	　

	　
	　
	　



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可

（７）集中治療医の配置に関して
集中治療科専門医に関して、通常の医療を行った上で臓器移植を実施するための配置状況等を記載すること。（申請日時点の人数は必ず記載すること）
	内　容　等

	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可

（８）麻酔科医等の配置に関して
土日祝日であっても、臓器移植が実施できるための麻酔科医及び手術室看護師等の配置状況等を記載すること。（申請日時点の人数は必ず記載すること）
	内　容　等

	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可
（９）外科医や移植認定医等の配置に関して
外科医に関して、通常の医療を行った上で、臓器移植を実施するための配置状況を記載すること。また、移植認定医の配置状況も記載すること。（いずれも申請日時点の人数は必ず記載すること）
	内　容　等

	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可

（10）脳死下または心停止後の臓器移植を実施するための手術室調整に関する対応方針
脳死下または心停止後の臓器移植を実施する際の手術室調整に関する対応方針について記載すること。（可能な限り詳細に記載すること。なお、院内の関係規程等を別資料として添付する形でも良い。）
	内　容　等

	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可

（11）移植医療に係る職員の増員や処遇改善に関する取組
移植医療に関わる職員（移植外科医、移植内科医、麻酔科医、レシピエント移植コーディネーターや集中治療医等）の増員及び処遇改善に向けて、取り組んでいる活動または今後取り組む予定のある活動について記載すること。
	内　容　等

	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可

（12）移植に関する論文の執筆数に関して
過去３年間（令和５年度～令和７年度）で、自施設に所属する職員が筆頭著者であり、生体移植も含めた臓器移植に関する査読あり論文の執筆状況について記載すること。
	内　容　等

	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可

（13）小児移植実施体制（※１）
小児移植患者に適切に対応するために、整備している体制について記載すること。（可能な限り詳細に記載すること。）
	内　容　等

	



（※１）小児移植患者のために特化した移植実施施設のみ記載すること。
（※２）枠が足りない場合は、適宜追加可。

（14）小児移植後患者への支援に関して（※１）
小児の移植後患者に対して、心理・社会的側面も含めて、実施している支援の内容について記載すること。
	内　容　等

	



（※１）小児移植患者のために特化した移植実施施設のみ記載すること。
（※２）枠が足りない場合は、適宜追加可。

2

２　活動予定内容（「臓器移植実施体制推進支援事業実施要綱」の「３.事業の内容」）
（１）移植実施施設間の摘出実施体制の構築
　① 臓器摘出チームの結成について
 　近隣の臓器提供施設で臓器提供事例が発生した際に、当該事例に対して臓器摘出の支援が行えるような体制を整備するために取り組む活動を記載すること。また、想定される臓器提出チームを派遣する近隣の臓器提供施設の範囲を記載すること。

a.担当可能な都道府県について
　交通網等を勘案し、原則都道府県単位で、担当可能な範囲について、記載すること。（採択後、必要に応じて調整する可能性がある。）
	臓器
	担当可能な都道府県等（複数記載可）

	（例）心臓
	東京都

	
	

	
	

	
	



b.摘出チームの対応力の観点から、臓器摘出チームが行うと予想される摘出手術数（対応可能な最大数）について記載すること。
	都道府県
	当該都道府県における過去の年間ドナー数（概数）（※１）
	左のうち、当該都道府県における年間の摘出支援可能と予想される数（概数）
	理由（簡潔に）

	（例）埼玉県
	10例
	5例
	隣県のため

	（例）東京都
	20例
	20例
	病院が所在する県のため

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



（※１）公益社団法人日本臓器移植ネットワークのホームページ（https://www.jotnw.or.jp/data/offer02.php）も参考に記載してください。
　

c.　摘出に赴く都道府県について
　　直近10事例（全臓器）における、摘出に赴いた都道府県を記載する。本データについては、摘出支援体制の整備により、外科医の総労働時間がどのように低下するかの基礎資料とする。

	摘出臓器
	事例における都道府県
	前泊の有無

	（例）肺
	長崎県
	あり

	（例）腎
	宮城県
	なし

	
	
	

	
	
	

	
	
	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可

d.活動計画について（自由記載）
　実施要綱の３（１）①に記載している事業内容を確実に実施する予定であることが分かるよう、活動計画について詳細に記載すること。
	内　容　等

	記載例：
・レシピエント移植コーディネーターが待機体制を構築し、死体移植が発生した際には、配置された連絡調整者が派遣する臓器摘出チームの結成に係る調整を行うことで、24時間体制で対応可能な体制を敷いている。
・臓器摘出にあたってはこれまで○名程度の人員を割いていたが、摘出支援にあたっては○程度にするなど人員の削減を行う。






（※）枠が足りない場合は、適宜追加可
② シミュレーション訓練への参加支援等
　a　実施場所、人員等
	実　施　場　所
	実施日
	研修人員
	備　　考

	1
	
	
	名
	

	２
	
	
	名
	



　b　内容等
	内　容　等

	１
	

	２
	



（※）枠が足りない場合は適宜追加可

③ 通信機器や必要機材等の整備
　近隣の臓器提供施設で臓器提供事例が発生した際に、円滑に臓器摘出チームが結成されるよう整備した通信機器等について記載すること。臓器摘出チームの負担軽減策について記載すること。（例：各医師等がそれぞれ摘出器械等を運搬するのは負担であることから、移植実施推進施設にて摘出器械等を準備し、摘出実施時に臓器提供施設に輸送する体制を敷く等）
	内　容　等

	










（２）移植医療に携わる職種の養成やチーム医療の推進
① 関係職種の養成
   a.施設において予想される移植実施件数及び各職種の養成を計画する人数
	
	担当臓器（※１）
	養成人数
	1人あたりの経験症例数（予想）（※２）
	経験内容及び養成目標（※３）

	（例）内科医
	心臓
	１
	30件
	ICU入室中だけでなく一般病棟における術後管理を実施する

	
	肝臓
	２
	25件
	紹介時対応・待機外来・移植後外来を行う。週1日ほど追加の外来枠を設けて実施する。

	内科医
	
	
	
	

	レシピエント移植CO
	
	
	
	

	集中治療医
	
	
	
	

	他職種
	
	
	
	



（※１）臓器別に新たに列を作成して、詳細に記載すること。適宜、列を増やして記載すること。記載例以外の職種を追加して差し支えない。
（※２）必要に応じて、生体移植を含んで差し支えない。
（※３）内科医においては、紹介時対応・移植待機外来・術後一般病棟管理・退院後外来に加え、必要と思われる業務名を適宜追加し、詳細に記載すること。レシピエント移植コーディネーターにおいては、認定の取得も含まれる。











b.院内研修会の実施等
　（a）実施場所、人員等
	実　施　場　所
	実施日
	研修人員
	備　　考

	1
	
	
	名
	

	２
	
	
	名
	


（b）内容等
	内　容　等

	１
	

	２
	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可

c.関係学会等が実施する研修会への参加支援等
　（a）実施場所、人員等
	実　施　場　所
	実施日
	研修人員
	備　　考

	1
	
	
	名
	

	２
	
	
	名
	



　（b）内容等
	内　容　等

	１
	

	２
	



（※）枠が足りない場合は、適宜追加可
②移植内科医を中心に診療を行なう体制の整備
臓器移植に係る業務の中でも、紹介時対応、移植待機外来、術後の一般病棟
における管理や退院後外来など、内科的管理が主となる業務について、自施設
内の移植内科医が中心に診療を行えるような体制整備に係る計画を策定する
こと。なお、これまで当該業務についてどの診療科が担っていて、どの程度の
業務が追加で内科に移行するのか定量的に記載すること。（既に体制を整えて
いる場合は、現在の体制を記載すること。）

	業務内容
	体制整備に係る計画

	紹介時対応
	

	移植待機外来
	

	移植前評価入院
	

	術後一般病棟管理
	

	退院後外来
	



（※）項目は実態に応じて修正・追加可。枠が足りない場合は、適宜追加可。






③ レシピエント移植コーディネーターの参画
臓器移植に係る業務の中でも、ドナーが発生した際の臓器あっせん機関との連絡調整や、移植患者や当該患者の家族のケアなどの業務に関して、移植外科医だけでなく、レシピエント移植コーディネーターが中心に業務を行えるような体制整備に係る計画を策定すること。なお、計画内容の記載にあたっては、レシピエント移植コーディネーターの参画度合いについて示すとともに、これまで移植外科医等が担っていたのであればどの程度をレシピエント移植コーディネーターに移行するのか定量的に記載すること。（既に体制を整えている場合は、現在の体制を記載すること。）

	業務内容
	活動計画

	臓器あっせん機関からの電話対応（移植受諾の決定にかかる調整）
	

	摘出可能人員の決定調整とあっせん機関への報告
	

	移植実施時の院内調整（手術室や集中治療室との連絡調整など）
	



（※）項目は実態に応じて修正・追加可。枠が足りない場合は、適宜追加可。



④ 集中治療医との連携
集中治療の専門的な管理が望ましい場合等において、集中治療医による適切な管理が行われるよう、必要な連携に係る計画について記載すること。
	活動計画

	












（※）枠が足りない場合は、適宜追加可。

⑤　関係職種との連携
臓器移植に係る業務に関して、一部の職種に負担が係ることがないように、チーム医療の推進の観点から、内科医、レシピエント移植コーディネーターや集中治療医に加えて、臨床工学技師やチャイルドライフスペシャリスト、その他適切な職種と連携して業務を行う計画を記載すること。
	活動計画

	












（※）枠が足りない場合は、適宜追加可。
（３）地域の医療機関との連携体制構築
　①研修会の実施場所、参加医療機関数等
	実　施　場　所
	実施日
	参加機関数
	参加者数

	1
	
	
	
	名

	２
	
	
	
	名



②研修会の実施内容
	
	紹介体制に係る内容
	逆紹介体制に係る内容

	１
	
	

	２
	
	



③連携体制構築に係る活動
上記研修会の実施以外で実施予定の活動内容があれば記載すること。
	



④地域の医療機関からの紹介実施
	a. 紹介実施件数
（前年度１年間における件数）
	件

	b. 紹介実施件数（※１）
（今年度１年間における目標件数）
	件



⑤地域の医療機関への逆紹介の実施
	a. 逆紹介実施件数
（前年度１年間における件数）
	件

	b. 逆紹介実施件数（※１）
（今年度１年間で、紹介元の医療機関に逆紹介する目標件数）
	件



（※１）令和８年４月から本事業申請日までの実績値を含む。
（※２）枠が足りない場合は、適宜追加可。



（４）他の移植実施施設への教育の実施
　①受け入れ可能人数等
	
	受け入れ診療科
	受け入れ人数（所属元医療機関・職種）
	備考

	1
	
	名（所属元医療機関・職種）
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	



  ②教育活動
他の移植実施施設から医師や医療関係職種を自施設に受け入れた上で、実施する教育活動等を記載すること。
	内　容　等

	












（※）枠が足りない場合は、適宜追加可。

